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【
平
成
27
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容
、
総

務
費
は
、
㈱
新
篠
津
ふ
る
さ
と

振
興
公
社
の
解
散
に
向
け
た
清

算
経
費
等
、
１
億
３
６
３
３
万

７
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
の
措
置
費
と
し
て
、

施
設
単
価
の
変
更
に
よ
り
31
万

８
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
養
育
医
療
給
付

費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
70
万
５
０
０
０
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
再
生

協
議
会
へ
の
事
務
費
補
助
金
と

し
て
50
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
中
学
校
教
育

振
興
費
に
お
い
て
、
来
年
度
か

ら
教
科
用
図
書
が
改
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
指
導
書
購
入
費
と

し
て
84
万
１
０
０
０
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
額
は
、
１
億

９
７
８
万
円
の
増
額
補
正
と
な

り
、予
算
総
額
は
、36
億
１
８
６

万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
高
額

療
養
給
付
費
及
び
出
産
育
児
一

時
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
額
は
、
４
８
７

万
６
０
０
０
円
の
増
額
補
正

と
な
り
、
予
算
総
額
は
７
億

１
３
３
３
万
０
０
０
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
前
年

度
概
算
交
付
さ
れ
た
介
護
給
付

費
の
国
・
道
負
担
金
に
、
精
算

の
結
果
、
返
還
金
が
生
じ
た
の

で
繰
越
金
を
財
源
と
し
て
補
正

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
額
は
、２
２
４
万

２
０
０
０
円
の
増
額
補
正
と
な

り
、予
算
総
額
は
３
億
５
７
７
７

万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
で
６
期
目
の
任
期

満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
の

木
村
良
麿
氏
（
中
篠
津
）
を
引

き
続
き
候
補
者
と
し
て
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
任
期
は
３
年
で
す
。

◎
新
篠
津
村
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
27
年
第
４
回
村
議
会
定
例
会
が
、
平
成
27
年
12
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
を
も
っ
て

招
集
さ
れ
、
初
日
は
、
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
11
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
い

た
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
に
、
行
政
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を
審
議
し
、
最
終
日
に
そ
の
報
告

を
受
け
、採
択
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、意
見
書
案
２
件
を
審
議
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
を
行
い
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

予　
　

算

条　
　

例

人　
　

事

平成27年度一般会計補正予算など
　　　　 　11件の議案を審議
平成27年度一般会計補正予算など
　　　　 　11件の議案を審議

定
例
会
の
主
な
内
容

木村　良麿　氏
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◎
新
篠
津
村
し
の
つ
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

新
篠
津
村
し
の
つ
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
の
利
用
料
等
の
内
容
を

変
更
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
克
雪
管
理
セ
ン

タ
ー
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　

新
篠
津
村
克
雪
管
理
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
第
５
地
区
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

新
た
に
設
置
し
た
施
設
に
つ

い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
防
災
行
政
無
線
施

設
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

新
篠
津
村
克
雪
管
理
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
及
び
第
５
地
区
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

㈱
新
篠
津
ふ
る
さ
と
振
興
公

社
の
財
産
一
式

【
契
約
金
額
】

１
億
７
３
２
４
万
４
９
６
５
円

◎
新
篠
津
村
第
５
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

　

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
１
件
と
陳
情
１
件
あ
り
、
行

政
常
任
委
員
会
に
付
託
の
上
、

審
議
し
た
結
果
、
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
第
３
回
村
議
会
臨

時
会
が
11
月
24
日
に
開
会
さ
れ
、

議
案
３
件
を
審
議
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

◎
新
篠
津
村
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
に
つ
い
て

　
※
新
制
度
に
基
づ
く
教
育
長

に
荒
谷
順
一
郎
氏
を
任
命
し
た

い
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
12
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
、
平
成
30
年
11

月
30
日
ま
で
で
す
。

【
生
年
月
日
】　

昭
和
31
年
６
月
４
日
生

【
住　
　
所
】

新
篠
津
村
第
47
線
北
９
番
地

【
主
な
職
歴
】

別
海
町
立
野
付
中
学
校
校
長

新
篠
津
村
立
新
篠
津
中
学
校
校
長

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

温
泉
掘
削
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
、設
計
変
更
に
よ
り
契
約

金
額
に
変
更
が
生
じ
た
の
で
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
変
更
前
】

１
億
４
０
４
０
万
円

【
変
更
後
】

１
億
４
６
１
３
万
９
６
６
０
円

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
】

新
篠
津
村
宿
泊
研
修
施
設

「
し
ん
し
の
つ
温
泉
た
っ
ぷ
の
湯
」

【
指
定
管
理
者
】

伊
達
市
北
有
珠
町
２
２
３
番
地

伊
達
観
光
開
発
㈱

　

代
表
取
締
役　

清
本　

茂

【
期　
間
】

平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

※
平
成
26
年
の
法
改
正
に
よ
り
、

教
育
委
員
か
ら
選
ば
れ
て
い

た
教
育
長
は
、
村
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
教
育
委
員
長
は
廃
止

さ
れ
、
そ
の
業
務
は
教
育
長

が
行
い
ま
す
。

人　
　

事

一
般
議
案

一
般
議
案

請
願
・
陳
情

件　　　名 提出者及び紹介議員 結　果

ＴＰＰ交渉大筋合意に対
する請願書

提　出　者　新篠津村農業協同組合
　　　　　代表理事組合長　　西井　通泰
紹介議員　新篠津村議会議員　藤永　康夫
　　　　　新篠津村議会議員　大塚　裕樹

採　択

「介護報酬の再改定を求
める意見書」採択につい
ての陳情

提　出　者　北海道医療労働組合連合会
　　　　　執行委員長　　　　鈴木　　緑 採　択

第
３
回
臨
時
会

（
11
月
24
日
）荒谷　順一郎　氏

大勢のキャンパーで賑わう
「しのつ公園キャンプ」場

完成した第５地区ふれあい
センター
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○
植
島
議
員　
質
問

　

村
長
初
め
、
※
村
内
８
団
体

に
よ
る
こ
れ
ま
で
数
回
の
農
業

政
策
を
含
め
た
中
央
要
請
行
動

は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

の
状
況
は
我
が
国
の
国
会
の
承

認
手
続
き
が
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

不
透
明
な
情
勢
に
あ
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
発
動
さ
れ
る
と
わ
が
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
直
撃

し
、
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
大

き
な
問
題
と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
動
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
要
望

す
る
の
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と

切
り
離
し
て
農
業
政
策
の
充
実

を
中
心
と
し
た
中
央
要
請
を
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
村
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
東
出
村
長　
答
弁

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
は
大

筋
合
意
に
対
す
る
政
策
で
あ
り
、

今
後
は
個
別
に
内
容
が
示
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
生
産
者
が
将

来
に
わ
た
り
意
欲
と
希
望
を

持
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
住
民
の
暮
ら
し

が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
ら
な

い
よ
う
、
従
来
か
ら
あ
る
制
度

の
拡
充
・
法
制
化
な
ど
に
つ
い

て
も
政
府
及
び
北
海
道
選
出
国

会
議
員
な
ど
へ
要
請
し
て
い
く

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

一般
質問
一般
質問

～４人の議員から５項目を問う～

平成27年第４回村議会定例会が12月４日から12月11日の８日間の日程で開催され、
議会最終日、４人の議員が質問し、東出村長に答弁を求めました。

農業政策、健康増進対策、生活困窮者自立支援対策
除雪対策、人材育成など

一般
質問
一般
質問
植島　豊 議員

ＴＰＰを前提とした要望で

はなく、農業政策の充実

を中心とした中央要請を

従来からある制度の拡充・

法制化についても政府など

に要請していく

QQ
AA

※
村
内
８
団
体
＝
村
、
議
会
、

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
商
工

会
、
各
土
地
改
良
区
（
新
篠

津
、
篠
津
中
央
、
新
え
べ
つ
）
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○
植
島
議
員　
質
問

　

近
年
、
朝
、
夕
方
な
ど
道
路

を
散
歩
し
て
い
る
方
を
多
く
見

か
け
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
夕
暮
れ
時
、

冬
道
な
ど
、
危
険
性
を
併
せ

も
っ
て
い
る
。
他
の
市
町
村
の

体
育
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
運
動
器
具
を
保
健
セ
ン
タ
ー

や
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
な
ど
に
設
置

に
し
て
働
く
若
者
か
ら
ご
高
齢

の
方
ま
で
幅
広
く
利
用
し
て
頂

く
こ
と
で
体
力
維
持
に
も
繋
が

る
と
思
う
。
気
軽
に
利
用
が
で

き
て
効
果
の
上
が
る
よ
う
な
運

動
器
具
の
設
置
に
つ
い
て
村
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
東
出
村
長　
答
弁

　

昨
年
の
第
４
回
定
例
会
で
も

同
趣
旨
の
質
問
が
あ
り
、
意
見

を
伺
っ
た
中
で
総
合
的
に
判
断

し
た
い
と
答
弁
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
各
種
団
体
や
住
民
の
意

見
を
伺
っ
た
中
で
、
健
康
増
進

や
体
力
増
進
の
器
具
の
導
入
に

つ
い
て
は
賛
成
の
意
見
が
多

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

村
で
は
、
来
年
度
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
改
修

工
事
を
計
画
し
て
お
り
、
改
修

に
併
せ
て
運
動
器
具
な
ど
も
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
な
器
具
の
種
類
な
ど

は
、
現
在
教
育
委
員
会
を
中
心

に
検
討
し
て
い
る
が
、
地
域
住

民
か
ら
の
要
望
を
伺
っ
た
中
で
、

若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
を

対
象
に
し
た
総
合
的
な
運
動
器

具
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

	

○
菊
地
議
員　
質
問

　

村
内
に
お
け
る
除
雪
体
制
は

夜
間
行
わ
れ
て
い
な
い
。
村
外

に
通
勤
し
て
い
る
村
民
に
と
っ

て
吹
雪
は
危
険
が
伴
う
。
危
険

箇
所
を
走
行
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
情
報
と
村
内
一
円
の
道
路
沿

線
の
居
住
者
か
ら
の
情
報
を
集

積
及
び
分
析
を
し
て
、
通
行
不

能
か
ど
う
か
の
情
報
を
地
図
情

報
で
受
け
取
れ
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　

除
雪
業
務
請
負
業
者
に
つ
い

て
、
業
務
契
約
に
お
け
る
最
低

補
償
及
び
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確

保
や
将
来
展
望
な
ど
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
、
冬
の
つ
ら

さ
を
理
由
に
村
外
に
出
て
行
か

な
い
よ
う
に
対
策
す
る
こ
と
が

人
口
増
へ
の
一
つ
の
糸
口
で
あ

る
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

○
東
出
村
長　
答
弁

　

村
で
は
、
冬
場
の
気
象
情
報

な
ど
を
気
象
庁
発
表
の
警
報
・

特
別
警
報
な
ど
に
基
づ
き
、
防

災
無
線
に
よ
り
住
民
に
知
ら
せ

て
い
る
。

　

北
海
道
開
発
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
道
内
に
お
け
る

国
道
及
び
道
道
の
通
行
止
め
な

ど
の
情
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
雪
雲
の
動
き
な
ど
、

今
後
の
気
象
を
あ
る
程
度
推
定

で
き
る
情
報
が
あ
る
の
で
、
広

く
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
状
況
が
把
握
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
か
ど
う

か
内
部
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

除
雪
委
託
契
約
に
つ
い
て
は
、

委
託
料
の
最
低
補
償
額
を
契
約

条
項
で
う
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
昨
年
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

増
員
し
な
が
ら
、
次
代
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
育
成
で
き
る
よ
う

に
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

近
年
は
、
自
宅
の
老
朽
化
と

除
雪
の
こ
と
を
理
由
に
移
住
さ

れ
る
高
齢
者
等
が
見
ら
れ
る
が
、

生
活
環
境
な
ど
を
含
め
て
、
村

に
住
む
住
ま
な
い
の
判
断
を
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

除雪の拠点「車両センター」

Ｂ＆Ｇ体育館

一般
質問
一般
質問
菊地清美 議員

運動器具をＢ＆Ｇ体育館

などに設置してはどうか

Ｂ＆Ｇ体育館の改修工事
に併せて、運動器具な
ども整備したい

QQ
AA

村内除雪路線の道路情報

の集積と提供について

村のホームページで情報
把握システム構築が可能
かどうか検討したい

QQ
AA
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○
大
塚
議
員　
質
問

　

今
年
の
４
月
１
日
よ
り
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴

い
、
村
で
は
、
現
在
当
別
町
と

連
携
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
「
生
活
就
労
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
し
か
り
（
委
託

団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
が
こ
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
10
月

２
回
、
11
月
２
回
、「
困
り
ご

と
相
談
会
」
を
村
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
と
の
事
だ

が
、
広
報
の
み
の
周
知
の
た
め
、

相
談
に
く
る
方
は
少
な
い
と
聞

い
て
い
る
。　

　

生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
い
し
か
り
と
住
民
課
の
連

携
を
密
に
し
て
、
普
段
か
ら
生

活
困
窮
者
の
就
労
訓
練
等
の
相

談
や
支
援
が
出
来
る
よ
う
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
村
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
東
出
村
長　
答
弁

　

生
活
困
窮
者
が
相
談
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
村
広
報
に
も
11

月
号
か
ら
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
等
を
掲

載
し
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

就
労
訓
練
の
支
援
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
相
談
件
数
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
中
で
関
係
事
業
者
へ

の
周
知
、
協
力
依
頼
等
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
な
ど

と
協
議
し
て
事
業
を
進
め
て
い

け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
。

○
藤
永
議
員　
質
問

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
大
筋
合
意
が
な
さ
れ
日
本

の
と
り
わ
け
北
海
道
農
業
が
今

後
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
可
能

性
が
大
き
く
な
っ
た
。
村
と
し

て
農
業
現
場
の
声
を
中
央
に
訴

え
て
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
担
い
手
育
成
と
そ

れ
ぞ
れ
の
世
代
で
の
人
材
育
成

が
更
に
重
要
な
時
代
と
考
え
て

い
る
。　

　

先
般
、
村
連
合
青
年
団
70
周

年
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、地
域
や
村
の
発
展
の
た
め

に
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
人
材
育

成
の
場
と
し
て
大
き
く
役
立
っ

て
い
た
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　

そ
こ
で
地
域
と
農
業
活
性
化

の
為
の
人
材
育
成
強
化
の
施
策

が
必
要
と
考
え
る
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

○
東
出
村
長　
答
弁

　

現
在
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
は
各
種
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
担
い
手
育
成
・
確
保
対
策

と
し
て
農
業
後
継
者
育
成
事
業

の
「
新
米
塾
」
で
、
道
内
の
先

進
地
研
修
と
各
種
講
習
会
を
含

め
現
地
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
農
業
塾
」で
は
、
２

年
間
の
研
修
講
座
で
、
水
稲
・

小
麦
・
大
豆
・
農
業
簿
記
と
組

勘
制
度
・
先
進
地
研
修
・
農
業

機
械
研
修
な
ど
を
受
講
し
、
地

域
農
業
の
生
産
の
基
本
と
な
る

土
壌
分
析
を
行
い
、
若
い
農
業

者
の
皆
さ
ん
は
低
た
ん
ぱ
く
米

を
目
指
し
て
分
析
結
果
を
役
立

て
て
い
た
だ
き
、
知
識
と
技
術

を
習
得
す
る
こ
と
で
、
次
世
代

農
業
の
担
い
手
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
「
農
業
後
継
者
パ
ー
ト
ナ
ー

対
策
」
に
お
い
て
は
、
出
会
い

の
場
と
し
て
冬
季
と
夏
季
に
婚

活
交
流
会
を
行
い
、
農
業
の
担

い
手
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に

も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

近
年
、
道
産
米
の
人
気
が
高

ま
る
な
ど
、
お
い
し
い
新
篠
津

米
を
販
売
し
て
い
け
る
よ
う
、

村
と
農
協
が
連
携
し
て
担
い
手

対
策
と
人
材
育
成
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご

理
解
を
賜
り
た
い
。

❻

一般
質問
一般
質問
大塚裕樹 議員

一般
質問
一般
質問
藤永康夫 議員

生活困窮者の就労訓練に

ついて

道などと協議して進めて

いけるよう検討したい

QQ
AA

ＴＰＰ大筋合意の中、村の
主産業である農業の発展
のための担い手育成と人
材育成について

村と農協が連携して担い
手対策と人材育成に取り
組みたい

QQ
AA

新米塾　平成27年７月に十勝方面を研修
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　【

11
月
】

２
日　
農
業
振
興
懇
話
会
視
察
研

修（
月
形
町
・
岩
見
沢
市
）

４
日　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会（
札
幌
市
）

10
日　
月
新
水
道
企
業
団
道
外
研

修(

～
13
日
、福
岡
県
、山

口
県
、
広
島
県
）

11
日　
全
国
町
村
議
会
議
長
全
国

大
会（
東
京
都
）

22
日　
新
篠
津
村
連
合
青
年
団
創

立
70
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会

23
日　
新
穀
感
謝
祭

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
第
３
回
村
議
会
臨
時
会

26
日　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

　
　
　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
議
会

臨
時
会

30
日　
議
会
運
営
委
員
会

【
12
月
】

４
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
第
４
回
村
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
11
日
）

７
日　
行
政
常
任
委
員
会

９
日　
新
篠
津
福
祉
会
施
設
整
備

完
成
祝
賀
会

11
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
第
４
回
村
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
）

15
日　
お
こ
め
ち
ゃ
ん
と
の
新
米

試
食
会

　
　
　
新
篠
津
福
祉
会
理
事
会

16
日　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う

緊
急
中
央
要
請
活
動

　
　
　

(

～
17
日
、
東
京
都
）

【
１
月
】

６
日　
議
員
協
議
会

７
日　
交
通
安
全
祈
願
祭

　
　
　
新
篠
津
消
防
出
初
式

８
日　
新
篠
津
村
関
係
機
関
新
年

交
礼
会

10
日　
村
成
人
式

15
日　
新
篠
津
村
商
工
会
新
年
交

礼
会

20
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

TPP大筋合意に伴う
緊急中央要請活動 行政常任委員会行政視察

　12月16日、17日の両日、村内関係団体（村、
ＪＡ、農業委員会、商工会、新篠津・篠津中央・
新えべつの各土地改良区）と合同で石塚議長
と藤永副議長が上京し、農林水産省及び道内
選出国会議員に対し、ＴＰＰ大筋合意に伴う
緊急中央要請活動を行いました。

　行政常任委員会（髙井博美委員長）が村内
一円の行政視察を10月23日に実施いたしま
した。
　Ｂ＆Ｇ体育館、のびのびプール、第５地区
ふれあいセンター工事現場、道路舗装工事な
ど18ヵ所の視察を行いました。

12月16日、伊東良孝農林水産副大臣に要請書
及び意見書を提出 第５地区ふれあいセンター工事現場

12/15　おこめちゃんとの
新米試食会
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❽

区　　分 開  催  月  日 会　期 委員会 ･ 議案調査 本会議日数 傍聴者数
第１回定例会 ３月10日～18日 　９日 ７日 ２日 　３人
第１回臨時会 ５月８日 　１日 － １日 　０人
第２回臨時会 ５月29日 　１日 － １日 　０人
第２回定例会 ６月18日～25日 　８日 ６日 ２日 　１人
第３回定例会 ９月９日～18日 １０日 ８日 ２日 ２８人
第３回臨時会 11月24日 　１日 － １日 　０人
第４回定例会 12月４日～11日 　８日 ６日 ２日 　５人

付　託　案　件 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

条 例 ２３件 　１件 ２４件
予 算 １７件 　１件 １８件
決 算 　１件 　０件 　１件
専決処分 　０件 　２件 　２件
そ の 他 １９件 　７件 ２６件
合 計 ６０件 １１件 ７１件

議員
提出

意見書等 　８件 　０件 　８件
合 計 　８件 　０件 　８件

請願
陳情

請 願 　３件 　０件 　３件
陳 情 　４件 　０件 　４件
合 計 　７件 　０件 　７件

議　決　結　果 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

原案可決 ５４件 　７件 ６１件
同 意 　５件 　２件 　７件
承 認 　０件 　２件 　２件
認 定 　１件   ０件 　１件
合 計 ６０件 １１件 ７１件

議員
提出

原案可決 　８件 　０件 　８件
合 計 　８件 　０件 　８件

請願
陳情

採 択 　５件 　０件 　５件
不 採 択 　１件 　０件 　１件
趣旨採択 　１件 　０件 　１件 
合 計 　７件 　０件 　７件

平成２7年議会開催状況

平成２7年付託案件・議決結果

　

今
年
も
１
月
か
ら
全
国
的
に
異

常
気
象
で
天
候
が
不
安
定
で
す
が
、

今
後
の
好
天
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
油
安
の
お
陰
で
燃
料

も
安
く
暖
房
代
が
少
な
く
済
む
こ

と
は
何
よ
り
も
村
民
の
方
々
が
喜

ん
で
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

平
成
28
年
安
倍
政
権
は
、
１
億

総
活
躍
社
会
を
提
唱
し
、
様
々
な

施
策
を
新
た
に
設
け
目
標
設
定
を

し
ま
し
た
。
我
が
村
の
関
係
で
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
で
今
後
数
年
間
は
補

助
金
が
増
え
る
見
込
み
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
中
で
若
い
人
達
や
地
方
経
済

が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
意
味
し
国
が
挑
戦
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

20
年
間
デ
フ
レ
経
済
で
成
長
し

な
い
中
、
我
慢
を
し
て
き
た
私
達

が
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と

は
、大
変
な
こ
と
で
す
が
、20
代
、30

代
の
若
者
が
挑
戦
し
活
躍
で
き
る

村
づ
く
り
こ
そ
本
当
の
施
策
で
も

あ
り
ま
す
の
で
若
者
の
声
を
村
政

に
活
か
せ
る
よ
う
に
一
同
全
力
で

邁
進
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
議
会

通
信
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
（
大
塚　
記
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

（
０
１
２
６
） 　
　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
☎
５
７-

２
１
１
１

議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　
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平
成
28
年
２
月
１
日
発
行
）

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　

１
月
９
日
、
村
剣
道
連
盟

恒
例
の
鏡
開
き
式
が
１
月
６

日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
寒
稽

古
最
終
日
に
合
わ
せ
て
開
か

れ
、
参
加
し
た
子
供
・
大
人

の
愛
好
者
12
人
が
新
年
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
鏡
餅
の
前
に
立
ち
、

鏡
開
き
式
に
臨
ん
だ
年
男
の

井
伊
峻
介
さ
ん
。
真
剣
と
同

等
の
重
さ
で
あ
る
模
擬
刀
を

力
一
杯
に
振
り
下
ろ
し
、
今

年
１
年
の
誓
い
を
込
め
た
気

合
い
と
一
体
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

 平成28年
第１回定例会 のお知らせ

３月９日（水）
　～３月18日（金） 予定 
　どなたでも傍聴できます。
　皆さんのご来庁をお待ちしております。


